
2014 年 8 月 2 日 9 時-12 時 

第 1 回夏休み親子医師体験セミナー＠大阪医科大学  

報告書 

             文責；大阪医科大学麻酔科学教室助教 駒澤伸泰 
               （医療技能シミュレーション室副室長） 
インストラクター 
林道廣 医療技能シミュレーション室長（一般・消化器外科） 
駒澤伸泰 医療技能シミュレーション室副室長（麻酔科） 
森山幸子 医療技能シミュレーション室助教（看護部） 
藤原俊介 医療プロフェッショナル支援室副室長（麻酔科） 
市橋良夫 呼吸器外科 助教准 
三原良介 麻酔科（救急部兼任） 
松波小百合 麻酔科（レジデント ） 
タスクフォース 
藤永孝（医療総合研修センター課長） 
上東香奈子（医療技能シミュレーション室） 
専門職や公共施設の非専門家に対する情報発信の一環としてセミナー開催、

見学等は相互理解や交流の観点からも非常に重要です。大阪医科大学でもオー

プンキャンパスや一般向けの医療講演会を継続開催しています。今回、医療技

能シミュレーション室は広報・入試部と共催でシミュレーションを活用した「親

子で参加する医師体験セミナー」を行ったので報告します。          

         

2014 年 8 月 2 日に医療総合研修センターの下部組織である医療技能シミュレ

ーション室と広報・入試部の共催で開催しました。講師は、本学医療技能シミ

ュレーション室の林室長、駒澤副室長、森山助教、上東さんだけでなく、呼吸

器外科（市橋先生）、麻酔科（松波先生）、救急部（三原先生）より応援を得ま

した。参加者は開催 2 ヶ月前より本学ホームページで募集を行い、厳正な抽選

の結果 10 組 20 名の高学年の小学生と保護者が選定されました。 

開催時間は約 3時間としました。林室長の挨拶の後、5グループに分かれ、表

１に示すように、診察体験（呼吸音・心音）、縫合体験・模擬採血体験、蘇生手

技体験（胸骨圧迫・AED）、手術体験（腹腔鏡手術モデル）を 20 分実習、5 分休

憩の間隔で行いました。 

最後に、総括として現代の医療問題や様々な倫理問題について社会全体でデ



ィスカッションしていくことの重要性を説明し、修了証の授与と白衣の貸与を

行いました。 

 

大学は文化を醸成し、病院は疾病に苦しむ人々を治療しケアする場です。社

会に対する適切な情報発信および地域貢献は必須です。大阪医科大学のイメー

ジ向上、適切な社会への情報発信および地域貢献の一つとして定期開催、改良

が行っていくつもりです。 
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医療技能シミュレーション室で開催 

 
 

林室長の開会挨拶 

 
 

三原先生、市橋先生、松波先生 

 
 



縫合体験 

 
 

 
 

 



 

 

 



蘇生体験 

 

 



腹腔鏡体験 

 
 

 
 

 



点滴体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



聴診体験  

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 



林室長により総括 

 

 

修了式 

 

 

記念品 

 



白衣授与式 

 

 

集合写真 

 

 


